
                           

                           

副
知
事
さ
ん
来
訪 

 

九
月
四
日
、
稲
垣
副
知
事
が
四
谷
の
千

枚
田
を
訪
れ
、
千
枚
田
を
見
る
な
り
「
こ

れ
は
素
晴
ら
し
い
、
見
事
だ
」
を
連
発
。

こ
の
、
自
然
と
の
調
和
は
当
に
県
の
宝

だ
！
と
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
、
副
知
事
が
千
枚
田
を
訪
れ
た
経

緯
は
森
林
・
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
及
び
新

城
設
楽
農
水
事
務
所
視
察
の
途
中
、
是
非
、

千
枚
田
へ
も
お
招
き
し
た
い
と(

舜)

の
願

い
が
農
水
事
務
所
の
計
ら
い
か
ら
実
現

し
た
も
の
で
す
。 

 

稲
垣
副
知
事
は
十
数
年
前
、(

舜)

に
招

か
れ
て
い
た
が
、
や
っ
と
来
る
こ
と
が
で

き
た
と
大
変
喜
び
、
お
互
い
に
旧
知
を
確

か
め
合
い
ま
し
た
。 

景
観
、
環
境
活
動 

               

               

九
月
六
日
、
保
存
会
、
お
助
け
隊
合
同
の

景
観
、
環
境
整
備
活
動
を
実
施
し
た
。 

 

今
回
の
活
動
は
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く

り
」
事
業
の
一
環
と
し
て
里
地
里
山
に
配

慮
し
た
千
枚
田
周
辺
の
環
境
整
備
①
ふ

れ
あ
い
広
場
の
草
刈
り
②
水
車
小
屋
上

の
草
刈
り
③
千
枚
田
入
り
口
周
辺
の
草

刈
り
を
実
施
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

棚
田
サ
ミ
ッ
ト 

十
月
十
六
日
～
十
七
日
、
第
十
五
回
全

国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
が
新
潟
県
十

日
町
市(

星
峠
の
棚
田
・
蒲
生
・
儀
明
の
棚

田
・
新
田
の
棚
田
・
留
守
原
の
棚
田)

で
開

催
さ
れ
る
。
四
谷
の
千
枚
田
か
ら
二
十
七

人
が
参
加
。
全
国
の
百
姓
と
情
報
交
換
、

交
流
を
図
る
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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鞍
掛
山
の
湧
き
水
天
日
干
し 

こ
ん
な
贅
沢
ほ
か
に
あ
る
か
ん 

(

舜) 
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九
月
二
日
、
三
日
、
神
奈
川
県
の
相
模

女
子
大
学
短
期
大
学
部
社
会
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
の
ゼ
ミ
生
十
名
と
松
下
教
授

が
林
業
・
農
業
体
験
と
地
域
交
流
を
学
ぶ

た
め
新
城
市
を
訪
れ
た
。 

一
日
目
は
鳳
来
寺
山
の
ふ
も
と
で
「
森

林
真
剣
隊
」
指
導
の
林
業
体
験
を
行
い
、

夜
は
「
や
ま
び
こ
の
丘
」
で
隊
員
と
交
流

会
が
行
わ
れ
た
。 

二
日
目
は
、
自
然
観
察
指
導
員
の
小
山

舜
二
の
案
内
で
、
日
本
一
美
し
い
と
い
わ

れ
る
四
谷
の
千
枚
田(

棚
田)

を
歩
い
た
。 

経
済
優
先
の
な
か
で
、
見
捨
て
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
た
棚
田
を
守
っ
て
い
っ
た

話
を
伺
っ
た
。 

 
(

同
大
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋) 

               

稲
刈
り 

・
九
月
十
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学

校
の
実
習
田
で
三
十
一
人
の
学
生
と
先

生
達
で
稲
の
生
育
調
査
、
稲
刈
り
、
ハ
ザ

干
し
が
行
わ
れ
た
。
昼
飯
は
地
元
の
お
っ

か
さ
ん
の
指
導
で
名
物
の
ご
平
餅
つ
く

り
を
学
ん
だ
。 

                

・
九
月
十
二
日
、
三
河
の
山
里
ツ
ー
リ 

ズ
ム(

シ
リ
ー
ズ)

に
参
加
し
た
十
五
名
は

自
ら
が
田
植
え
し
た
田
ん
ぼ
が
黄
金
色

に
稔
っ
た
稲
穂
に
感
激
。
な
れ
な
い
手
つ

き
で
稲
刈
り
、
ハ
ザ
架
け
を
行
っ
た
。 

小
沢
で
は
ド
ジ
ョ
ウ
、
カ
ワ
ヨ
シ
ノ
ボ

リ
、
カ
ワ
ム
ツ
な
ど
を
採
集
、
自
然
の
豊

さ
を
確
認
し
た
。
昼
食
は
ご
平
餅
つ
く
り

に
挑
戦
。
秋
の
一
日
を
満
喫
し
た
。 

              

・
九
月
三
十
日
、
連
谷
小
学
校
の
稲
刈

り
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

ふ
る
さ
と
指
導
員
研
修 

 

十
月
七
日
・
八
日
、
ふ
る
さ
と
水
と
土

基
金
全
国
研
修
会
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
館
で
開
催
さ
れ
、保
存
会(

お
助
け

隊)

か
ら
林
義
明
、原
田
英
史
の
両
名
が
受

講
す
る
。 

受
講
者
は
「
愛
知
県
ふ
る
さ
と
水
と
土

指
導
員
」
に
登
録
さ
れ
、
地
域
住
民
活
動

に
お
い
て
指
導
的
立
場
と
な
る
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
十
月
九
日
、
恒
例
行
事
と
な
っ
た
ア
ス

ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社(

外
資
系
製
薬
会
社)

社
員

百
十
八
名
が
棚
田
の
環
境
整
備
、
高
齢
者

等
の
支
援
活
動
に
訪
れ
る
。 

 

当
日
は
保
存
会
、
お
助
け
隊
な
ど
も
出

役
、
共
に
汗
を
流
し
、
イ
ノ
シ
シ
汁
を
囲

み
交
流
が
計
ら
れ
る
。 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

・
八
月
二
十
二
日
、N

H
K

ウ
イ
ー
ク
エ

ン
ド
中
部
「
と
き
め
き
の
旅 

清
流
が
育
む

豊
か
な
里
～
愛
知 

新
城
～
が
放
送
さ
れ

た
。
放
送
当
日
は
テ
レ
ビ
を
見
た
！
と
約

百
人
く
ら
い
が
、
翌
日
曜
日
に
は
三
百
人

以
上
が
訪
れ
、
一
日
中
、
駐
車
場
が
一
杯

の
状
況
だ
。
今
で
も
大
勢
訪
れ
る
。 

・
九
月
二
日
、
テ
レ
ビ
愛
知
「ア
イ 

奥
三

河
で
見
つ
け
た
小
さ
い
秋
・
色
づ
く
棚
田
探

訪
」
が
放
送
さ
れ
た
。
黄
金
色
に
実
っ
た
棚

田
に
虫
の
音
が
爽
や
か
に
描
写
さ
れ
た
。 

新
城
探
検
隊 

 

九
月
十
日
、
昭
和
女
子
大
の
教
授
と
ゼ

ミ
生
九
人
が
新
城
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト

調
査
の
一
環
と
し
て
千
枚
田
を
訪
れ
、
案

内
を
頼
ま
れ
た
。(

舜)

は
「
こ
の
千
枚
田

は
農
業
の
生
産
の
場
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
地
区
住
民
も
訪
れ
る
方
々
に
よ

い
環
境
、
憩
い
潤
い
の
場
を
提
供
し
よ
う

と
頑
張
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
調

査
主
旨
の
観
光
地
の
定
義
を
教
え
て
頂

き
た
い
」
と
の
問
い
か
け
に
明
解
な
回
答

は
得
ら
れ
な
く
残
念
で
あ
っ
た
。 

棚
田
探
訪 

 

九
月
十
五
日
、
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
主
催

(

名
古
屋)

の
棚
田
探
訪
が
催
さ
れ
る
。 

行 
 

平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

相模女子大生と♪♪ 

稲刈りと生育調査に励む生徒達 

里
山
を
歩
く
、
森
を
学
ぶ 

 

お助け隊指導によるハザ架け作業 


